
ボーリング柱状図

調 査 名 塩 原 公 民 館 増 築 工 事 地 質 調 査 業 務 委 託

事業・工事名

ボーリング名 N o . 1 調査位置 福 岡 市 南 区 塩 原 1 丁 目 2 7 - 2 北 緯 3 3 ﾟ  3 3 '  5 0 . 2 "

東 経 1 3 0 ﾟ  2 5 '  5 7 . 0 "発 注 機 関 福 岡 市 市 民 局 コ ミ ュ ニ テ ィ 推 進 部 公 民 館 整 備 課 調査期間 平成 23年 12月 7日 ～ 23年 12月 13日

調 査 業 者 名
有 限 会 社 ア サ ヒ 試 錐 工 業

電話 ( 0 9 2 - 8 2 1 - 0 6 7 6 )
主任技師 重 松 栄 志

現 場
代 理 人

重 松 栄 志
コ ア
鑑 定 者

重 松 栄 志
ボｰリング
責 任 者
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孔 口 標 高 +10.49m
角

度

180ﾟ 

0ﾟ 

90ﾟ 上

下
0ﾟ 

方

向

0ﾟ 

90ﾟ 

180ﾟ 

270ﾟ 

北

東

南

西

地
盤
勾
配 90ﾟ 

水平0ﾟ 
鉛
直

0ﾟ 

使
用
機
種

試 錐 機 Y B M - 0 5 D
ハンマー
落下用具

半 自 動 落 下 装 置

エンジン N F A D - 8 ポ ン プ S P - 3 0総 掘 進 長  19.00m

ボーリングNo

シートNo

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

標

高

(m)

  7.99

  6.59
  6.29

  3.59

  1.69

 -1.31

 -2.21

 -3.11

 -4.01

 -4.71

 -5.11

 -8.51

層

厚

(m)

  2.50

  1.40
  0.30

  2.70

  1.90

  3.00

  0.90

  0.90

  0.90

  0.70

  0.40

  3.40

深

度

(m)

2.50

3.90
4.20

6.90

8.80

11.80

12.70

13.60

14.50

15.20

15.60

19.00

柱

状

図

土

質

区

分

色

調

相

対

密

度

相

対

稠

度

記

事

φ10～70mm程度の角礫混じり砂質土
主体の造成盛土である。
コンクリート、アスファルト塊、木
片などを多く混入。

盛

土

暗

灰

φ2～20mm程度の花崗岩質亜円礫混
じり。
砂分は中粒砂主体。

礫混じ
り砂

暗灰
～暗
黄褐

含水量多く、少量の腐植物混じり。
軟弱である。

シルト
質粘土 暗灰

φ2～10mm（最大30mm）程度の花崗
岩質亜角礫混じり。
含水多く、砂分は中～粗粒砂であ
る。

礫

混

じ

り
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灰

上部は含水量多い。
全体に淘汰された細粒砂である。

砂

暗

黄
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φ2～10mm(最大30mm）程度の花崗岩
質亜角礫混じり。
含水多く、砂分は中～粗粒砂であ
る。
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細～中粒砂主体であり、含水量は中
位。
少量の粘土混じり。

砂
黄
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φ2～20mm程度の花崗岩質、亜円～
亜角礫混じり。
砂分は粗粒である。

礫混じ
り砂

黄

褐

全体に淘汰された細粒砂である。含
水量は中位。
微細な雲母片を少量混入。

砂
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φ2～8mm程度の花崗岩質、亜角礫混
じり。
含水量多い。
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風化激しく、所々粘土化している。
強風化
花崗岩 黄褐

岩組織も明瞭であり、下部に従って
硬くなる。
含水量は少ない。
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・本資料は、工事等により現況と整合しない場合があり、現在の位置関係や地質状況などを特定するものではありません。・本資料は、参考データとして利用し、現在の地質状況は、再度ボーリングを行う等して確認をお願いします。




